
 
様式 C-7-2  

自己評価報告書 

 

平成２３年 ４月 ２０日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：生物学 
科研費の分科・細目：資源保全学 
キーワード：環境調和型農林水産、海洋生態、水産学、持続的利用、ワシントン条約                
 
 
１．研究計画の概要 
(1) 日本近海が主産地である宝石サンゴの資
源枯渇が懸念されており、平成 19 年 6 月に
開催された第 14 回ワシントン条約締約国会
議では国際取引規制（附属書Ⅱへの掲載）対
象種として議論された。しかし、日本産宝石
サンゴ類の成長速度、繁殖期、資源量等の科
学的知見がないため、規制の是非を判断する
ことができない。本研究は、日本近海におけ
る宝石サンゴの生態を明らかにすることで
持続的に利用可能な資源量の評価を行うこ
とを目的とする。 
(2) 深海カメラ、水中ロボット等を用い、日
本近海の宝石サンゴの分布密度、分布様式、
生物量等を推定する。 
(3) 宝石サンゴ骨軸の成長線の計数及び鉛
放射性同位元素を用いた年代測定を行うこ
とで、成長速度を推定する。 
(4) ミトコンドリアゲノム解析により、種間
及び種内の遺伝的変異を明らかにする。  
 
２．研究の進捗状況 
(1) 高知、奄美、沖縄近海で調査した結果、
宝石サンゴの密度は100平方メートルあたり
0.03〜0.48 群体であることが明らかになっ
た。また、奄美近海で操業域と未操業域のサ
イズ組成分布を比較した結果、資源が回復す
るには 20～30 年を要することが明らかにな
った。 
(2)  宝石サンゴの成長速度を推定するため
の新しい手法として、高輝度光科学研究セン
ターの大型放射光施設(SPring-8)でシンクロ
トロン赤外光による分析法を開発した。アカ
サンゴとシロサンゴを 30μm 間隔に測定し、
二次元分布像を得た結果、前者では 864 cm-1

と 1142 cm-1、後者では 864 cm-1 と 3379 
cm-1 のピークの強度に周期的な高低が見ら
れた。それらの周期は前者では 162-200 μm、
後者では 125-200 μm 間隔であった。これ
らの値は放射性鉛を用いた年代測定による
年間成長速度とほぼ一致しており、赤外吸収
スペクトルの周期的な変動は年変動である
と考えられ、成長速度の推定に有効であるこ
とが明らかになった。 
(3) アカサンゴとモモイロサンゴ骨軸中に
含まれる色素成分を抽出し比較した結果、両
者ともほぼ同じ組成であることが明らかに
なった。両種の赤色と桃色の相違は、色素成
分の含有量に起因することが示唆された。 
(4) アカサンゴ、シロサンゴ、モモイロサン
ゴのミトコンドリアゲノムの全塩基配列の
決定を行い、類縁関係について明らかにした。 
(5) 炭酸塩骨軸の微細構造を解析する新しい
方法として、有機色素成分の高精度色彩分析
による顕微観察法、及び、微量無機元素を指
標とした電子プローブマイクロアナライザ
ーによるマッピング分析法を確立した。 
 
３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している。 
 分布密度、成長速度の推定、ミトコンドリ
アゲノム解析のテーマでは当初の計画以上
に進展している。また、資源の利用に関して
は、漁獲海域を区分し 30 年毎に漁獲海域移
動していけば、持続的な漁獲が可能であるこ
とが示唆され、今後の管理計画策定にあたり
重要な知見が得られた。また、得られた研究
成果は論文、書籍等で公表するだけでなく、
国立科学博物館での「宝石サンゴ展」開催に
より広く普及されたと考える。 
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４．今後の研究の推進方策 
 日本近海の分布密度の正確な推定を行い、
また分布様式について明らかにする。さらに、
成長速度、繁殖時期について明らかにする。
これらのデータを用いて持続的に利用する
ための漁獲方法、資源管理の方策について提
言する。 
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